
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
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をなし、救護所の様子を実際に作り、  

入口でその後の処置を決めるトリアージ  

（災害時の制約された条件下で 1 人でも  

多くの傷病者に対して最善の治療を行うために病気や

ケガの緊急度や重症度によって治療や後方搬送の優先

順位を決めること）を医師が実際に行い、トリアージタ

ッグと言われる処置方法を色で分けたタッグを付けた

傷病者を誘導、搬送するなども行われました。また第二

給食センターでは給食センター職員が炊き出しを実施。

マニュアルに書かれていることを実践してみることが、

いかに大切かということを実感しました。  
 

■マニュアル通りに行かない時の対応を実践 

…今回の訓練では多摩直下型地震により東大和市が震

度６の被害を受けたという想定で行われました。災害対
策本部会議も本番さながらの緊迫した様子で、見学して
いる人も、訓練としりながらも、実際、発災した時のこ
とを思い浮かべ緊張してしまうほどの雰囲気でした。  

…想定では南街地域一体が火災のため、二小、二中が避
難所として使えないということが発生。急遽、南街一体
の住民を都立東大和南公園に誘導しなくてはならない、
仮設トイレが不足し長蛇の列ができている、コンビニや

スーパーにも長蛇の列が出来ているので買い貯めを控
えるようにする呼びかけが必要、予想以上の市民が集ま
ってきている避難所からは米の支給を増やしてほしい
要請があった、死体安置所の問い合わせへの対応はどう
したらよいかなど、様々な状況に対する対応を実際にシ
ミュレーション。想定外のことは起こるかもしれません
が、このような訓練、紙の上だけではなく動いて確認す
るということがどれだけ重要かということを参加者は

再認識した時間となりました。災害はいつ起こるかわか
りません。発災の際に、市民の拠り所となる本部を中心
とした対策が実践力のあるものにするよう、このような
訓練は繰り返し実施すべきと思いました。  

東大和市初の方法で総合防災訓練を実施 
■東大和市では初めての訓練 

…18 日日曜日の午前８時より、東大和市では『平成  
２４年度東大和市総合防災訓練』を実施しました。  

今までも様々な方法で防災訓練は行われていましたが、
市側は主に後方部隊的役割で、消防署、消防団、地域の

自主防衛組織、地域住民が中心になって行うものでし
た。しかし、今回実施された総合防災訓練はでは、実際
に災害が発災した際に設置される「災害対策本部」を設
置しシミュレーションを実施。災害本部長となる市長を
中心に、各部の部長が災害時に担う役割を実際に行い、
その指揮のもと、職員も動くという方法で行われまし
た。また、災害時に市と連携する以下の各機関、企業、
団体も参加。実際に発災した際の協力体制などが紹介さ

れました。  

【今回の訓練実施機関】 
東大和市・警視庁東大和警察署・警視庁警備第二課・東京
消防庁北多摩西武消防署・東大和市消防団・東京ガス株
式会社多摩支店・東京電力株式会社多摩支店立川支社・
株式会社 NTT 東日本・東大和市医師会・東大和市薬剤師
会・東大和市上下水道工事組合・東大和市米穀小売商組
合・東大和市電設業協会・東大和建設同友会・東大和市ア

マチュア無線クラブ・株式会社いなげや・株式会社イトーヨー
カドー東大和店・株式会社森永乳業東京多摩工場・日本通
運株式会社多摩支店 
 

■マニュアルを実践して分かること 
 

…東日本大震災を受け、東大和市では想定している災害
の規模を大きくし、２４年度に「地域防災計画」の内容
を補正。しかし、発災時に災害対策本部となる市役所が
その内容を実際に行ってみるということはありません
でした。当日は、医師会を中心に市の職員も参加し、中

央公民館のホールを医療救護所として運営訓練を実施。
怪我や病状（血圧、脈拍なども含む）、年齢、性別など
を書いたカードを首から下げた、傷病者役の方が列  

 

 

【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップ
を発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／卒業後は
群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・生徒から親
しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。
店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。その後、人
材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然とした不安感じる。
帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会いに触発され、政治への道
を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0005 東大和市高木３－２７４－２－１０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 


